
 

2022年度 女性政治学習会 
 と き  2022年 1月 23日（日） 
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自治労北海道本部女性部 



【日 程】 

 

９：００  開会、あいさつ 

９：１５  講演「自治体の現在地を考える 

           ～地方分権を再び進めるために～」（仮題） 
        講師 札幌大学地域共創学群 教授 武岡 明子さん 

１０：２５  休憩 

１０：３５  講演「国政報告」 

        講師 岸 まきこ 参議院議員 

１１：０５  まとめ 

１１：２０  閉会 
 

≪ZOOM 詳細≫ 

◆URL：https://zoom.us/j/93492721772? 
◆ID: 934 9272 1772     ◆パスワード：276464 

 

 



【はじめに】 

 

  岸田政権は、「新たな資本主義」をスローガンに掲げ、「成長と分配の好循環」の実現

にむけた政策を進めようとしています。しかし、その実態は分配の前に成長戦略が先に

あり、これまで自民党政権が実施してきた経済対策と大きな違いは見られません。経済

成長しない限り格差解消を先延ばしにするのではなく、低成長時代においても格差を解

消していく分配の仕組みをつくっていくことが必要です。 

  新型コロナの感染拡大に伴う緊急経済対策として打ち出された「10 万円給付」は、政

府方針が二転三転し、自治体はその対応に追われました。今後も、生活困窮者への給付

金支給や３回目のワクチン接種業務などにより、自治体の負担増は目に見えていますが、

人員不足が深刻化し、コロナ禍で疲弊している職場での対応は厳しさを増すばかりです。 

  また、岸田首相は憲法改「正」にも意欲を示しています。改憲４項目（９条への自衛

隊明記、緊急事態条項の創設、参議院の合区解消、教育の充実）や改正手続きを定める

国民投票法など課題は多く、引き続き、警戒を強めていかなくてはなりません。 

  辺野古新基地建設をめぐっては、沖縄県知事による軟弱地盤改良に伴う設計変更申請

の不承認に対し、国は審査請求を行いました。国側の主張が認められれば不承認は取り

消されてしまいます。米軍をめぐるトラブルも後を絶たず、日本の国内法の適用が幅広

く免除される日米地位協定の不平等さは際立つばかりです。沖縄県民の生活が脅かされ

ている事実を無視し続ける政府の姿勢は許されるものではありません。沖縄のたたかい

は沖縄だけの問題ではなく、真の民主主義・地方自治を実現するための私たち自身のた

たかいでもあります。 

  北海道では、寿都町と神恵内村で行われている高レベル放射性廃棄物最終処分場選定

にかかる文献調査の終了まで１年を切りました。しかし、住民理解や議論は深まってい

る状況にはありません。既成事実を積み重ねられることで調査がさらに進行していく可

能性も高く、自治のあり方に禍根を残すことが危惧されます。 

  私たちは地方自治体において公共サービスを担う労働者です。私たちの仕事は法律に

よって左右されます。地域に寄り添った質の高い公共サービスを提供しようとしても、

政治が判断してしまえばそれに従わざるをえません。現政権が進める政策は、生命より

も経済、基本的人権の尊重よりも国家・国益を優先するものといえ、こうした政治や政

策の矛盾を明らかにし、地域と一体化したたたかいを進めていく必要があります。 

  地域や現場の声を国政に届けるためにも、私たちの仲間である「鬼木まこと」第 26回

参議院議員通常選挙自治労組織内候補予定者の必勝にむけ、組織の総力をあげて取り組

まなければなりません。 

  私たちは、安心して暮らせる平和な社会を構築するために、「政治に無関心でも無関係

でもいられない」ことを確認し、労働組合の活動をとおして、私たちの声を政治に反映

させることが重要です。 
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≪お願い≫ 

 

＜名前の表示について＞ 

【単組名␣氏名】に変更をお願いします。 

例１） 〇△□町職 佐藤 

例２） ◇▽村職 鈴木・高橋（複数人のとき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜そのほかの機能について＞ 
 ◆カメラ・ミュートの設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆発言するとき 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆スピーカービュー 
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講演「自治体の現在地を考える～地方分権を再び進めるために～」 

講師  札幌大学 地域共創学群 教授 武岡 明子さん 

 

～講師プロフィール～ 

札幌大学地域共創学群（法・政治学系）教授。東京都生まれ。早稲田大大学院政治学研究科修士課程修

了。財団法人日本都市センター研究員、札幌大講師、准教授を経て 2018年から現職。専門は地方自治

論。 
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2022年 1月 23日 

自治労北海道本部女性部 2022年度女性政治学習会 

 

自治体の現在地を考える 

～地方分権を再び進めるために～ 

 

札幌大学 武岡明子 

 

１．自治について考える 

 “自ら治める”「自治」と“自ずから治まる”「自治」 

 地方自治の意義（憲法の規定／住民自治と団体自治） 

 

２．分権改革の歩み 

 第一次分権改革はどうして実現したのか 

 その後の動き（三位一体の改革／地域主権改革／地方創生）をどう評価するか 

 

３．いま求められる自治体職員とは 

 行革による職員数の削減と公務員バッシング 

 様々なジンザイ（人財／人材／人在／人罪／人災） 

 「三ず主義」や「カ行型職員」になっていないか 

 

４．女性の果たす役割 

 自治体におけるジェンダー平等 

 候補者男女均等法 
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講演「国政報告」 

講師  岸 真紀子 参議院議員 
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2022.1.23道本部女性部政治学習会 

自治労北海道本部女性部「政治学習会」 

 

立憲民主党／参議院議員 岸 まきこ（岩見沢市職） 

 

 

１．国会の勢力図 

▼ 衆議院（2021年 12月 22日現在） 

会派名 会派略称 議員数 

自由民主党 自民 263（20） 

立憲民主党・無所属 立民 97（13） 

日本維新の会 維新 41（4） 

公明党 公明 32（4） 

国民民主党・無所属クラブ 国民 11（1） 

日本共産党 共産 10（2） 

有志の会 有志 5（0） 

れいわ新選組 れ新 3（1） 

無所属  3（0） 

欠員 0 

計 465（45） 

 

▼ 参議院（2021年 10月 3日現在）  
2022年 7月 25日任期満了 2025年 7月 28日任期満了 

会派名 議員数 比例 選挙区 合計 比例 選挙区 合計 

自由民主党・国民の声 111(17) 20(5) 38(5) 58(10) 17(2) 36(5) 53(7) 

立憲民主・社民 45(15) 8(2) 15(5) 23(7) 8(2) 14(6) 22(8) 

公明党 28(5) 7(0) 7(3) 14(3) 7(1) 7(1) 14(2) 

日本維新の会 15(3) 3(1) 3(1) 6(2) 5(0) 4(1) 9(1) 

国民民主党・新緑風会 15(4) 4(1) 5(2) 9(3) 3(1) 3(0) 6(1) 

日本共産党 13(5) 5(2) 1(0) 6(2) 4(1) 3(2) 7(3) 

沖縄の風 2(0) 0(0) 1(0) 1(0) 0(0) 1(0) 1(0) 

れいわ新選組 2(1) 0(0) 0(0) 0(0) 2(1) 0(0) 2(1) 

碧水会 2(2) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 2(2) 2(2) 

みんなの党 2(0) 1(0) 0(0) 1(0) 1(0) 0(0) 1(0) 

各派に属しない議員 7(4) 0(0) 2(1) 2(1) 3(2) 2(1) 5(3) 

合計 242(56) 48(11) 72(17) 120(28) 50(10) 72(18) 122(28) 

欠員 3 0 1 1 0 2 2 

総定数 245 48 73 121 50 74 124 

次ページの議場で見ると⇒ 

( )内は 

女性議員 

衆 9.7％ 

参 23.1％ 

6



2022.1.23道本部女性部政治学習会 

 

 

 

立憲・無所属 

20.8％ 

立憲・社民 

18.3％ 

岸 

江崎 
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2022.1.23道本部女性部政治学習会 

２．自民・公明連立政権が続く中でどんなことが行われているのか 

（１）国会審議を避け続ける政権・与党 

【菅内閣】 

第 204回（通常）国会 1/18～6/16（150日間） 

 

◎7/16 立憲、共産、国民、社民は憲法 53条に基づく臨時国会召集要求 

 

第五十三条 内閣は、国会の臨時会の召集を決定することができる。いづれ

かの議院の総議員の四分の一以上の要求があれば、内閣は、その召集を決定

しなければならない。 

 

【岸田内閣】 

第 205回（臨時）国会 10/4～10/14（総裁選後の総理指名と所信表明演説） 

コロナ対応が何よりも大事と言いながら、厚労大臣・コロナ担当大臣・ワ

クチン担当大臣と総入れ替え 

第 206回（特別）国会 11/10～11/12（衆院選後の総理指名） 

⇒所信表明すらしなかった 

第 207回（臨時）国会 12/6～12/17（総理所信と補正予算） 

⇒会期が短いことから補正予算関係のみ、人事院勧告の給与法改正は越年 

各委員会での大臣所信が未だ行われていない 

 

（２）秋の臨時国会（207国会）での出来事 

① 18歳以下の給付金 

⇒5万円は年内給付、5万円はクーポン券で迷走 

960万円の所得制限  ※所得制限なしと表明する自治体も出ている 

1741自治体のうちクーポン券としたのは 7自治体 

 

② 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（10万円/1世帯） 

 

③ 最大２万円のマイナポイント 

⇒新規取得は最大 5，000円、健康保険証と紐付け 7，500円、銀行口座と紐

付け 7，500円分   ※ポイントよりも信頼性や利便性の向上が大事 

 

④ ワクチンの３回目接種 

⇒岸田首相の前倒し発言。しかし、ワクチン大臣の答弁はあやふやだった。 

 

（３）第 208回（通常）国会 1/17～6/15（150日間） 

⇒政府提出法案 ５８本と少ない 
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2022.1.23道本部女性部政治学習会 

① 2022年度予算（過去最大の 107兆 5964億円） 

楽観的な財政見通しへの危惧、予算の使い道のチェック 

首相が議長を務める肝煎り政策の行方 

 

 

 

 

 

 

 

② 新型コロナウイルス感染症対策 

急増するオミクロン株、保健所・医療体制の確立、経済への影響など 

ワクチンの３回目接種⇒ワクチン供給量の確保 

 

③ こども庁だったはずが・・・「こども家庭庁」設置法案 

⇒子どもが主だったのに、自民党の「家庭」という概念を押し付け 

 

④ 憲法改正⇒維新や国民民主党の動きも注視 

 

⑤ その他 

統計書き換え、文通費改革、経済安保法案、給与法、公務員の育休法など 

 

３．2022年７月に参議院議員の改選期を迎えるにあたって 

公共サービス職場の重要性と実際の職員数の乖離 

小泉政権以降、推し進められてきた行財政改革がもたらした現在 

官から民へ、正規から非正規へ、行革＝人員削減の闇 

日本維新の会が支持率を伸ばしていることへの危惧 

相変わらずの公務員バッシング、人々への煽り 

 

▼イチ職場だけの問題ではない、全国共通の

現場課題は多い 

▼現場の声を国政に届けることが組織内議員

の役割 

▼公共サービスを守ることは、地域・住民の

暮らしを守ることになる 

▼その公共サービスを守るためにも、自治労

が掲げる政策・制度の実現を 

▼そのためにも「数の力」を見せること 

・新しい資本主義実現会議⇒非正規の処遇改善、看護・介護・保育など 

「全世代型社会保障構築会議」 

「デジタル田園都市国家構想実現会議」 

「デジタル臨時行政調査会」 

「公的価格評価検討委員会」 

・新型コロナウイルス等感染症対策推進室 
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